
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
 
 

令和３年度中学生交流 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度に引

き続き令和３年度のオークリッジ市とのホームステイによる

中学生交換交流事業を中止としたことに伴い、今年度は那珂

市の中学校５校とオークリッジ市の中学校２校の生徒で、オ

ンラインでのバーチャル交流を行いました。 

オークリッジ市とは時差が１３時間あり、リアルタイムで

の交流が難しいため、主にアメリカの教育機関で使用されて

いる動画共有アプリのFlipgrid
フリップグリッド

を使用して、あらかじめ撮影

した動画をアプリに投稿し、お互いの動画を視聴する方法で

交流しました。 

那珂市の各中学校から参加した生徒は、学校での生活の様

子や部活動の紹介などを流暢な英語で説明し、それぞれ工夫

をした動画を作成しました。オークリッジ市の中学生からも、

生活の様子や学校の紹介などの動画が届き、視聴することで

生活や文化の違いを感じることができました。 

また、この交流に参加した那珂市の中学生に、オークリッ

ジ市姉妹都市応援会からプレゼントが届きました。アメリカ

の国旗が印刷された扇子やミニフットボールなどのたくさ

んの贈り物は、アメリカの雰囲気が感じられ、受け取った中

学生はとても喜んでいました。 
当協会からは、オークリッジ市の中学生に、けん玉や紙製

のグライダーなど、懐かしのおもちゃや駄菓子を贈りまし

た。 
コロナ禍により初の試みとなったオンラインでの交流で

すが、動画の視聴やプレゼントを通して、お互いの国の文化

や学校生活の違いについて学ぶことができ、次年度以降に続

く交流となりました。 

那珂四中生が作成した動画 

オークリッジ市から参加した生徒たち 

オークリッジ市姉妹都市応援会から届いたプレゼント 



 

 

◆多文化共生セミナー 

 今年度は、５月にエチオピア編、10 月にアルゼンチン編、12 月にシリア編、2 月にドイツ編を開

催しました。エチオピア編は会場で、他は Zoom を使ったオンラインでの開催となりました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年５月１５日（日）エチオピア編 

令和３年度事業報告 

講師に、笠間市在住の陶芸家、タ

スファイエ・ガライヤさんをお迎え

しました。日本に住んで４５年にな

るガライヤさんの、陶芸を始めとし

た創作活動や、エチオピアを支援す

る活動についてなどのお話をして

いただきました。 

令和３年１０月９日（土）アルゼンチン編 

令和３年１２月１０日（土）シリア編 

沖縄にルーツを持つ日系アル

ゼンチン３世の栄
えい

口
ぐち

ラウラさん

を講師にお迎えしました。アル

ゼンチンの見どころ、文化や習

慣、そして日系社会で大切にし

ている日本文化のお話をしてい

ただきました。 

シリアの古都アレッポ出身

のムハンマド・ナジーブ・ア

ルヘブラウィさんを講師にお

迎えし、１０年続く内戦や、

シリアに住む人々の厳しい現

状についてお話をしていただ

きました。 



令和４年２月１９日（土）ドイツ編 

プレッツェルはこんな形です 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
   

 

  
 

 

 

 

 
 
 
◆日本語ボランティア養成レベルアップ講座 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川幅が急に狭くなる航行の難所、ローレライ 

日本語を母語としない人へ日本語を教える活動を

行う日本語ボランティアを養成するため、日本語ボラ

ンティア養成レベルアップ講座を開講しました（１０

月１６日～１２月１４日、全５回）。日立さくら日本

語学校の佐々木眞貴先生のご指導で、普段無意識に使

っている日本語を言語としてとらえ、わかりやすく楽

しく学んでもらうための方法を学びました。 

  

ドイツには古城がたくさんありますが、かつては、ライ

ン川を使って物資を運ぶため、川沿いにたくさんお城が築

城されました。今では、ホテルとして利用されていたり、

中世の博物館となっていたりと、観光の名所となっていま

す。 

マティアスさんのおすすめは、ライン川のハイキングコ

ースを、小さな村から村へと歩いて行き、帰りは電車を使

って帰ることで、高校生の頃には、泊まりがけのハイキン

グをしたと、楽しそうに話していました。 
参加者からは、「ドイツについて知らなかったことを知

ることができ、また、ライン川を観光した気分になった」

「ワインを飲んでみたくなった」などの感想が寄せられま

した。 

講師のクンツェ・マティアスさんは、ドイツ南西部、フ

ランクフルト近くのヴィースバーデン出身です。 

講演では、故郷を流れるライン川流域の歴史や観光、名物

や昔話などさまざまなお話をしていただきました。 

 ドイツといえばビールが有名ですが、マティアスさんの

故郷ではワインの生産が盛んで、ワインの方が人気だそう

です。ワインには種類とランクがたくさんあり、中でも収

穫を遅らせて凍らせたものや、皮がカビたブドウで造るワ

インはとても高価です。ブドウ園には、たいてい居酒屋が

併設されていて、シュプンデケースというチーズ料理をプ

レッツェル（ドイツの菓子パン）と食べて、ワインを飲む

のが故郷での楽しみだそうです。 
 

根本正顕彰会は、日本の社会

のよりよい発展を目指して

精一杯生きた根本正の精神

を学ぼうとして平成９年１

０月に設立し、令和３年４月

現在７０名の会員がいます。 



◆小中学校等国際理解支援事業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビエルナツカ・ヤマグチ・イボナさん 

（ポーランド） 

令和４年１月２１日（金）、外国

の言葉や文化に触れる機会の提供

と国際的理解や関心を深めるた

め、小中学校等国際理解支援事業

を開催し、ばら野学園那珂市立五

台小学校に外国人講師を派遣しま

した。高岡
たかおか

麗
れい

さん（中国）、ビエ

ルナツカ・ヤマグチ・イボナさん

（ポーランド）、トム・ギブさん（イ

ギリス）、クンツェ・マティアスさ

ん（ドイツ）が 6 年生を対象に、

それぞれの出身国の紹介をしまし

た。 

参加した６４人の児童は、４か

国の文化や習慣について楽しく学

びながら、元気いっぱいに講師に

質問するなど、活発に交流してい

ました。 クンツェ・マティアスさん（ドイツ） 

トム・ギブさん（イギリス） 高岡 麗さん（中国） 

あなたの「使わない」「要らない」ものを誰かのために役立てようプロジェクト 

あなたの「使わない」「要らない」ものを誰か

のために役立てようプロジェクトは、書き損じ

はがきや使用済み切手、外国の紙幣・コインな

どを集め、国際協力活動を行っている NGO 等

の団体に寄附することで国際支援に協力するプ

ロジェクトです。今年度もたくさんのかたにご

協力いただき、ありがとうございました。 

集まったもの 

・未使用はがき（書き損じを含む）  １２８枚 

・未使用郵便切手             ３２枚 

・使用済み切手           ３，０３０ｇ 

・未使用テレホンカード           ２２枚 

・使用済みテレホンカード          ５枚 

・外国の紙幣・コイン            ５７枚 

 



 

 

 

令和３年１０月より、那珂市の ALT（外国語指導助手）として働いている、ドイツ出身のクンツェ・

マティアスさんに、母国やご自身のことについてご紹介いただきました。  

●日本へ来たきっかけ 

私は高校生のとき、他国の文化に興味を持ち、英語を学ぶためニュージーラン

ドへ行きました。その際、たくさんの優しい日本人に出会い、日本へ行ってみ

たいなと思い、ワーキングホリデーで日本へ来ました。 

1 年間京都で生活する中で、たくさんの日本の素晴らしい所に気付きました。

特に美味しい食べ物がたくさんあってビックリしました。お好み焼き、もつ

鍋、味噌カツ、お寿司など今では簡単に食べられるのでうれしいです。 

日本でのワーキングホリデーのときにドイツ語の講師をしていました。その

際に妻と出会い、今に至ります。 

●ドイツの紹介 

ドイツは日本とほぼ同じ大きさですが、人口は 8000 万人ぐらいしかいません。ドイツの歴史は

長いですが、ドイツ統一してからは、実は１５０年しかたっていません。ドイツは昔、たくさんの王

国に分かれていたので、中世のお城が色々な所にあり、歴史を感じることができます。 

有名なベルリンの壁の崩壊は、私が 8 歳のときでしたので、あまり覚えていないですが、実は今で

も少し名残りがあり、西ドイツと東ドイツには壁を感じるときがあります。 

ドイツへ訪れた際は、ビールはもちろんですが、ぜひドイツパンとソーセージを食べてみて下さい。

私の一番のおすすめ料理は Schweinshaxe（シュバインズハクセ）という豚足料理です。皮がパリパ

リで中はジューシーでとっても美味しいです。 

●日本とドイツの違い 

・日本では、10 人程の人達と食事をするときは、どこかレストランや居酒屋に行くことが多いと思

いますが、ドイツではほとんどの場合誰かの家で食事をします。 

・ドイツには、チップの習慣があり、レストランでは、会計の 10％程のチップをあげます。 

・ドイツには、街の中に電信柱がなく、地下に埋められています。地震がないドイツだからできる事

なのかもしれません。 

・ドイツの家庭では、ほぼエアコンを家につけておらず、夏は短いですが、たまにやってくる暑さの

ときは我慢するしかありません。 

・ドイツは、お酒を飲めるようになる年齢が日本とは違います。ビールとワインは 16 歳からで、ウ

イスキーなどアルコール度数が強いお酒は 18 歳からです。 

・日本では、当たり前のようにいつでもスーパーマーケットやデパートで買い物ができますが、ドイ

ツでは、祝日と日曜日はほとんどのお店が閉まるので、買い忘れていたら大変です。 

コッヘム城 シュバインズハクセ 中世の祭り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（人） （人）

イラン 1 ウガンダ 1

インド 2 リビア 1

インドネシア 11 アイルランド 1

スリランカ 4 英国 4

タイ 15 スペイン 1

韓国 28 ルーマニア 1

朝鮮 3 ロシア 1

中国 61 北アメリカ 米国 6

台湾 4 メキシコ 1

ウズベキスタン 4 ブラジル 2

パキスタン 5 コロンビア 1

バングラデシュ 3 ペルー 2

フィリピン 66 オセアニア ニュージーランド 1

ベトナム 60

ネパール 3

マレーシア 3

ヨーロッパ

南アメリカ

アジア

アフリカ

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
※ facebook は自分のアカウントを持っていなくても大丈夫。どなたでも見ることができます。 

２９か国 ２９６人 

（令和４年１月１日現在） 

発行・問合せ先 那珂市国際交流協会事務局 

〒３１１－０１９２ 茨城県那珂市福田１８１９－５（那珂市市民生活部市民協働課内） 

電話番号：０２９－２９８－１１１１（内線２６３）FAX 番号：０２９－３５２－１０２１ 

E メールアドレス : ieanaka1990@gmail.com  

ホームページ：http://www.ieanaka.jp/   

Facebook も随時更新中！  

  

 

❖那珂市国際交流協会では、会員及びサポート委員を随時募集しています。年会費：2,000 円（個人）、10,000 円（団体） 

ホームページ   

 わがまちの外国人市民の皆さん 

 

フェイスブック 

❖団体会員の広告掲載を随時承っています。掲載をご希望される場合は、事務局までご連絡願います。（掲載無料） 

（社）国際教育交流ネットワーク機構茨城支部では

茨城県の中・高校生を対象に「茨城・高校生大使留

学奨学生プログラム」を運営しています。アメリカ

公立高校交換留学プログラムでの留学中に茨城・高

校生大使として茨城県とアメリカの懸け橋となって

活動して頂くかたに＄3,000の奨学金を付与してい

ます。現在、２０２３年の留学奨学生を募集してい

ます。詳しくはお問い合わせください。 

 

「茨城・高校生大使留学奨学生」募集のお知らせ 

（社）国際教育交流ネットワーク機構茨城支部 

TEL:050-5436-3137 ／E-mail:ibaraki@global-education.or.jp 


